
Ⅲ．地域の面的再生・地域活性化につながる多様なサービスの提供

（金融機関名）鹿児島銀行

●地域密着型金融推進計画
平成17年4月
　アグリクラスター関連業種（肉製品製造業・酒類製造業・製茶業・畜産業・養鶏業）の貸出金純増目標５０億円
平成18年3月
　純増実績１１８億円・純増目標１５０億円に上方修正
平成18年9月
　純増実績１６２億円
平成19年3月
　純増実績１９１億円

２．概要

平成15年　　　　アグリクラスター構想の構築
平成16年4月　　農林漁業金融公庫との『業務協力協定』の締結、鹿児島県庁農政部へ行員派遣
平成17年4月　　営業支援部内にアグリビジネス専担者の配置
平成18年11月　アグリビジネス専担グループを『アグリクラスター推進室』に独立昇格

※アグリクラスター構想‥‥地域特性を活かした取組みとして、鹿児島県の基幹産業である農業（川上）・食品加工業
（川中）を中心とし、川下である流通、更に関連産業まで含めた商流に係る産業群（アグリクラスター）の活性化、拡大
を支援する取組み

動産担保（ＡＢＬ）の活用、中間管理、出口戦略（Ｍ＆Ａ等）
産業連関分析による生産波及効果について

１．動機（経緯）

　鹿児島県の第一次産業の比率は、全国平均の約３倍と高いうえ、農業産出額は全国２位であり、食料供給基地とし
て位置付けられている。
　農業を基点とした商流をサポートし地場産業の育成・振興・活性化を図り、地域経済への貢献を図っていくためにア
グリクラターの取組みを図っている。

アグリクラスターの取組み

４．今後の予定（課題）

・畜産のみならず耕種についてもサポートを強化
・経営としての農業の確立
・商品のブランド化、商流のデータベース化
・地域経済の活性化

３．成果（効果）



アグリクラスター構想

アグリクラスター
（農業・健康・環境・観光）

高い
自己資本比率

農 業

農業資材・建設業
食品加工業

流通業・飲食業
観光業・輸出業・ＩＴ産業

農林公庫提携

特有
ﾘｽｸﾃｲｸ

収益
ビジネス
マッチング

情報検索

情報活用

KeyMan
＜川上＞

＜川中＞

＜川下＞

営業支援部 アグリクラスター推進室 ・ 営業店

地域産業
活性化・育成

当行推進態勢

商流

構築･拡大

ABLの活用

本部関連部署

南九州の基幹産業である「農業」を基点に、派生する関連
産業まで含めた商流に係る産業群（クラスター）の活性化
に向けて、農林漁業金融公庫との連携や「アグリクラス
ター推進室」による審査ノウハウの構築、商流構築等のサ
ポートを積極展開しています。



「地域」の将来像とそれに向けた当行の対応

税収の増加

「「 地地 域域 格格 差差 」の」の 是是 正正

ライフスタイル変化
（Uﾀｰﾝ・Iﾀｰﾝ）

民間企業の農業参入民間企業の農業参入

我が国農産物の
需要増（東アジア）

グローバル化の
進展（EPA戦略）

地域の雇用創出

少子高齢化・
人口減少

低い食料自給率

食の安全性・食育
への認識の高まり

当行当行

農業の構造改革農業の構造改革

農業の
法人化・近代化

大規模化大規模化 担い手育成担い手育成 付加価値向上付加価値向上

認定農業者支援

収益性の高い
「持続的農業経営体」

の概念導入

農地確保

農地税制見直し

・農地借入対象の拡大

耕作放棄地→一般農地

・定期借地権制度創設

・農地の有効利用を阻害
する現行税制の見直し

経営管理・生産管理
の高度化

IT技術の導入

食品加工業や
観光業との連携強化

・トレーサビリティ導入等

ｱｸﾞﾘｸﾗｽﾀｰ推進室

ｱｼﾞｱ貿易投資相談所

上海駐在員事務所

「地域の視点」に基づく収益の拡大「地域の視点」に基づく収益の拡大

地域ブランド化

営業支援部



「地域密着型金融に関するシンポジウム」

アグリクラスターの取組み

営業支援部アグリクラスター推進室
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アグリビジネスへの取組み

背 景

第３次経営戦略計画

（略称：第３次マスタープラン）

・鹿児島県の第一次産業の比率

・食料供給基地

・生き物相手のリスク管理

・農水産業者の系統離れ

・付加価値を高める方向への

産業構造転換

（1.5次産業・2次産業）

・地場産業の育成・振興

・地場産業の成長支援による

収益機会拡大

・自己資本比率をもとにした

リスクテイク
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産業構造の推移

1.名目総生産構成比（鹿児島県） （単位：％）

平成9年度 平成12年度 平成15年度

第一次産業 5.9 4.9 5.0

農業 4.5 3.8 4.1

林業 0.4 0.2 0.2

水産業 1.0 0.9 0.7

2.名目総生産構成比（全国） （単位：％）

平成9年度 平成12年度 平成15年度

第一次産業 1.8 1.8 1.7

農業 1.3 1.4 1.4

林業 0.1 0.2 0.1

水産業 0.3 0.2 0.2

全国比

約３倍
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鹿児島県農業産出額

（平成１７年度）

農業産出額の構成割合

平成17年度
４，１６８億円

肉用牛

18.7%

豚

18.2%

ブロイラー

10.2%鶏卵

5.1%

野菜

10.4%

米

6.1%

茶（生葉）

5.2%

その他

5.0%

加工

農産物

2.1%
その他

7.6%
さとうきび

2.5%

花き4.2%

かんしょ4.7%

畜産
57.2%

耕種
40.7%

その他
2.1%品　　目 金額（億円） 単品割合 累計金額 累計割合

1 肉用牛 778 19% 778 19%

2 ぶた 755 18% 1,533 37%

3 ブロイラー 424 10% 1,957 47%

4 米 253 6% 2,210 53%

5 茶（生葉） 217 5% 2,427 58%

6 鶏卵 212 5% 2,639 63%

7 カンショ 196 5% 2,835 68%

8 サトウキビ 103 2% 2,938 70%

9 バレイショ 88 2% 3,026 73%

10 粗茶 85 2% 3,111 75%

3,111 75% 3,111合　　計

農業産出額：4,168億円 ＜全国 第2位＞

（１）上位１０品目

（２）全国一位の品目（8品目）

肉用牛、豚、カンショ、鶏ひな、ソラマメ、オクラ、タンカン、グラジオラス

（３）全国二位の品目（10品目）

ブロイラー、茶（生茶、粗茶）、サトウキビ、鶏卵、サヤエンドウ、カボチャ、夏みかん、ポンカン、キンカン

（４）全国三位の品目（10品目）

バレイショ、葉タバコ、菊、観葉植物（鉢物）、サヤインゲン、ニガウリ、ラッキョウ、切り葉、ビワ、マンゴー
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農業産出額推移

（鹿児島県）

【鹿児島県の農業生産額推移】

年度 全国順位

6 4

7 4

8 4

9 4

10 4

11 4

12 4

13 3

14 4

15 4

16 4

17 2

産出金額（億円）

4,392

4,335

4,235

4,210

4,213

4,103

4,048

4,011

4,036

4,019

4,168

4,142 4,000

4,100

4,200

4,300

4,400

4,500

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

（億円）
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農業関連への取組み方針
【経緯】

・県農業法人協会への参加（事務局）

・当行ＯＢを通じた農林公庫との情報交換

・県農業法人協会への参加（事務局）

・当行ＯＢを通じた農林公庫との情報交換

・第２次マスタープランにて「アグリクラスター構想」を構築

・平成１６年４月 農林漁業金融公庫と『業務協力協定』締結

・鹿児島県庁農政部へ行員を派遣

・第２次マスタープランにて「アグリクラスター構想」を構築

・平成１６年４月 農林漁業金融公庫と『業務協力協定』締結

・鹿児島県庁農政部へ行員を派遣

・平成17年４月 営業支援部にアグリビジネス専担者を２名配置し、より専門的な推進態勢を整備

・地域密着型金融推進計画にてクラスター関連業種向け貸出金純増目標５０億円

・平成17年４月 営業支援部にアグリビジネス専担者を２名配置し、より専門的な推進態勢を整備

・地域密着型金融推進計画にてクラスター関連業種向け貸出金純増目標５０億円

・平成１８年 ３月 純増実績１１８億円

地域密着型金融推進計画・貸出金純増目標１５０億円に上方修正

・平成１８年 ９月 純増実績１６２億円

・平成１８年１１月 アグリビジネス専担グループを『アグリクラスター推進室』に独立昇格

・平成１９年 ３月 女性行員１名増員

純増実績１９１億円

・平成１９年 ４月 農業改良普及センターOB １名増員

・平成１９年 ５月 元農林公庫職員 １名増員

・平成１８年 ３月 純増実績１１８億円

地域密着型金融推進計画・貸出金純増目標１５０億円に上方修正

・平成１８年 ９月 純増実績１６２億円

・平成１８年１１月 アグリビジネス専担グループを『アグリクラスター推進室』に独立昇格

・平成１９年 ３月 女性行員１名増員

純増実績１９１億円

・平成１９年 ４月 農業改良普及センターOB １名増員

・平成１９年 ５月 元農林公庫職員 １名増員
※『アグリクラスター構想』

地域特性を活かした取組みとして、本県基幹産業である農業（川上）・食品加工業（川中）を中心とし、川下である流通、

更に関連産業まで含めた商流に係る産業群（アグリクラスター）の活性化、拡大を支援する取組み。
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アグリクラスター
（農業・健康・環境・観光）

高い
自己資本比率

農 業

農業資材・建設業
食品加工業

流通業・飲食業
観光業・輸出業・ＩＴ産業地域産業

活性化・育成

公庫提携

特 有
リスクテイク

収 益

ビジネス

マッチング

情報検索

情報活用

Ｋｅｙ Ｍａｎ
（キーマン）

商流

構築
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アグリビジネス取組みの課題

リスク管理面
– 商業銀行としてスタート

• 農地担保

• 集合物譲渡担保

• 生産物売掛金等の反対債権なし（農協との違い）

審査・ノウハウ面
– 審査ノウハウの不足

– 技術面のノウハウ不足

営業推進面
– 零細な個人経営者（事業と家計の混同）‥実態把握の困難

– 事務負担量と手数料収入の関係（代理貸）

処分先の確保・情報収集等

大きな課題
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取組みのコンセプト

融資業務

信用
調査

融資
推進

融資
事務

中間
管理

債権
回収

◇農林公庫との
業務協力協定

◇危険兆候の早期発見
◇事業再生の協議

◇農業法人協会等
各種団体への参画

◇Ｍ＆Ａの検討

◇中間管理手法の
検討・研究

買い手
の確保

常にモニタリングできる体制の整備
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資金対応について

生体（牛・豚）の在庫金額の把握

肥育牛個体登録内容確認兼在庫管理表

運転資金の対応

案件審査 中間管理 回収管理

過去のフロー

技術力

動態管理（頭数）

在庫金額

集合物譲渡担保

売却先の確保

公庫ノウハウ十分あり

協調融資の対応

公庫ノウハウ十分でない

単独融資の対応

公庫ノウハウ十分でない

Ｍ＆Ａの対応
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産業連関分析による

生産波及効果

1,0871,000畜産

1,000

最終需要増加額

70農業サービス

16飲食・観光関連

159その他業種

109輸送関連

2,038合計

307飼料・肥料関連

11建設

72商業

川
下

66金融

川
中

川
上

35食料品・飲料

106耕種農業

生産波及効果主な関連業種

ﾊﾟﾀｰﾝ①
畜産業で10億円の最終需要増加

ﾊﾟﾀｰﾝ②
耕種農業で10億円の最終需要増加

5

1,3661,000

113

11

55

46

50

7

36

5

18

1,0201,000

生産波及効果最終需要増加額

主な関連業種（川上・川中）の産出額または出荷額（平成12年および平成17年）

畜 産 業 ：2,067億円 → 2,386億円（＋15.4%）

耕種農業：1,912億円 → 1,696億円（△11.3%）

平成12年 平成17年

食料品：5,406億円 → 5,601億円（＋3.6%）

飲 料：3,159億円 → 3,321億円（＋5.1%）

平成12年 平成17年

＊
生
産
波
及
効
果
は
第
二
次
間
接
効
果
ま
で
の
合
計
額

（百万
円）



12
地域密着型推進計画

（業種別純増推移）

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

2005年3月 2005年9月 2006年3月 2006年9月 2007年3月

肉製品製造業

酒類製造業

製茶業

畜産業

養鶏業

（単位：100万円）
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地元を“深く耕す”＝本当の意味での“耕す”

アグリビジネスへの取組み
～今後の方向性①～

•情報・ノウハウの

蓄積と体制の整備

•内部行員の意識

改革

•外部との交流

機会収益

脱・系統

情報発信

県外・域外
からの集客

ア
グ
リ
ク
ラ
ス
タ
ー

ア
グ
リ
ク
ラ
ス
タ
ー
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アグリビジネスへの取組み

～今後の方向性②～
【経営としての農業】

・機械化による生産効率の追求

・ＩＴ化による生産技術の向上・安全性の確保

・プロダクトアウトからマーケットインへ

・サプライチェーンの一貫性の確保

・多品目経営によるリスクの平準化

【地域経済の活性化（経済規模の維持・拡大）】

・雇用の創設（高齢者・Ｉターン・Ｕターン）

・農業所得増加による個人消費の下支え

・地域特性を活かした観光事業の創設

・農業生産物の輸出

・食品加工工場の誘致

基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業
の
確
立
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アグリビジネスへの取組み

～今後の方向性③～

大規模農業法人の設立

食品加工業

ＩＴ産業

輸出業（中国への輸出）

観光業（見る・食べる）
流 通 業

・既存個人農家
・高齢者層
・Ｉターン、Ｕターンの就農希望者

付加価値の創設

労働・農地

賃金・農地賃

個人消費の下支え
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｱｳﾄ

から

ﾏｰｹｯﾄｲﾝ

へ

農業所得増加
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